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2911　 溶接 性 の す ぐ れ た 低 C − 2．25 ％ Cr − 1 ％　MoSU 板 の 開 発 （第 2 報 ）

　 　　 　　 　 実 機 へ の 適 用 の 検 討
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1 。緒 　 　 言

　 前報 の 基 礎 的検 討 で 、 溶接 性 を 大 幅 に 改 善 した 低 C − 2．25 ％ Cr − 1 ％ Mo 鋼 板 の

製 造 の 目処 を 得 た 。 こ こ で は 、 本 鋼板 を 発 電 用 機 器 に 適 用 す べ く、 工 場 製 造 材 の 母

材 特性 、溶 接 性 お よ び 溶 接継 手 性 能 を調 査 し 、 実 用 化 の 検 討 を 行 な っ た 。

2 ．試 験 方 法

　 供 試 材 は 、 工 場 製 造 し た 低 C − 2．25 ％ C 卜 1％ Mo 鋼 板 、 板 厚 50 ，75 お よ び 150  

材 で あ り （Table1 ） ， 母 材 の 確性 試 験 を 実 施 し た 。 ま た 、 板厚 50mm 材 を 用 い て 、

各 種 溶 接 性 試 験 （Table2 ）を 、板 厚 75ma 材 を 用 い て 、　 SAW 継 手性 能 試 験 を実 施

した 。

3 ．試 験 結 果

　 （1） 工 場 製 造 し た 板 厚 50 ，75 ．150mm 材 は 、 い ず れ も JIS ・SCMV4 ・強 度 区

　 　分 1 鋼 板 と し て 十 分 な 強度 を 有 し 、衝撃 特性 も 良好 で あ る （Table1 ） 。 ま た 、

　　溶 接 後熱 処 理 （ PWHT ）に よ る 強 度 変化 は 、 従 来 鋼 と 同 様 な 傾 向 を 示 し て い

　 る （ Fi　g ．1 ） Q

  　本鋼 板 の ス テ ッ

　 フ ク
ー

リ ン グ に よ

　 る 焼 もど しぜ い 化

　 特性 は 、 vTr40 ＋

　 2．5 △vTr40 で 評 価

　 し た 場 合 、 − 43 ℃

　 と 良 好 で あ る

　 （Table3 ） e
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　 　 ま た 、 高温 ク リ
ープ 強 度 は 従来鋼 と 同等

　 で あ る 。

  　本 鋼 板 の 常 温 に お け る 最 高 か た さ は 、Hk

　 で 342 で あ り、 従 来鋼 の 418 と比 較 し

　 て 、溶 接 に よ る HAZ の 硬 化性 は 小 さ い 。

（4） 斜 め Y 形 溶接 割 れ 試験 に お け る ル
ー

ト割
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度 は 、従 来 鋼

が 225 ℃ で

あ る の に 対 し、
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75 ℃ で あ り、

低 温 割 れ 感 受

Table 　2　Welddbility 　test二 1 しams

Io511 電6m

　　　　　　　　　T　
下 es 甘hg 　Pr  odur ¢

MaK 嚠mum 　hard 冂0ε昌 le5鰓 調SZ3 覃01

Y一屮 σ0 げOcr 己Gklng 宦蚓 」 SZ315 日

C了acK ■n 望 　 咤e5 匚 roず
 」月1一聖a7er 　w9lds

Sldo 　bend 　o 「wgld 瑠d
Iom 宦 1，

S ヒressrelh ¢I　c佃cklng 　1曾5 宦

（1｝ WES 　3005
（2， s■，Hype
　　 MultHayef 肥ld5

O
　

O
　
O
　
O
　

D
　

O

4
　

3
　

2
　

1
　
　
　　
7

　尹
Fb60

蟹

　

60

　

50

　

40

（
峯、
b
占

5

舅

30

n 一 で ＝二 皇＝万＝ ニコ 。＿ ：

　 　 一〇− Deve［oped （50mmt ｝

　 　 …a−−DeveF。 ped （150mmt ）

　 　
−P曹一曹’

ConventlonaI’
4こ

丶 疑 憩
CMV4 °1215 °mm

’
）

　 緊
’、−1−一

一eこ ・こ ・築 ご
＼

・・

　 　 　 90

　 　 　 　 　 0D

　 　 　 　 　 　 ＼
。。

　 20，0　　　　　　　　20、5　　　　　　　 210

　 　 　 〔P〕二（T  2ア3）（log　t÷20）xlDr ヨ

　 　 　 　 　 T　Hdding 　temperature （℃ ）

　 　 　 　 　 　 t
’Held］ng　time （hr）

F±9 ．I　Relati 。nship 　between ［P 】 value

　 　 己 nd 　medhanical 　properties 　in

　 　 lpwC −2．25 宅Cr一工亀bk） sヒeel 　plates

浴 接 学 会 4こ国 大 会 講 演 概 螢　第38 集 　 （
’
86− 4

ノ

104

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Weldlng 　SOOIety

Table 　3　 k 皿 per ］ e 曲 rit 七1α nent 　 of 　L ）nt −2．25tCr 一土X）b

　 　 　 steel 　plates　by 　G ．E ．　type 　step 　co ［）llnq

Steol　p繿at藍， H 鱒a」−1rθalmoo ■
vTrs

〔℃ ，

4vTrs

〔
’qvTr

ら0

〔
噛c，

んりτrら

〔
凸q

》τ r40

　　判 5ム叮 肱 o

　　 匙
・c 〕

uTr ムO
　＋ 2 ⇒ム・T「40
　 　 　 ぐ C ，

PWHT ｛690 ℃ 属eh ゆ
一52 一63

−5b
DOve ‘Qped

　　 （75mm1 ， PWIII ＋S ■叩 c個 mg
一448

8 一51 一43

CDIwcr，1岶 nal

　　 （150 田mt 》

PWHT 〔590
’C 民舳 r｝

一87

6 一22 一晋6
PWHT ＋ S 重eP 　Cool旧9 一　 「

一37

−25

　 　性 は 非常 に 低 い （ Fig ．2 ）。

　   　 多 層 溶 接 割 れ 試 験 の 結 果 、 75 ℃ の 予

　 　熱 、 パ ス 問温 度 で 割 れ の 発 生 を 防 止 す る

　 　 こ とが 可能 で あ る （Table4 ）。

　（6） WES3005 に よ る 再 熱 割 れ 試 験 に

　 　 お い て 、 予 熱 温 度 100 ℃ で SR 割 れ は

　 　 発 生 し な か っ た 。

　 　 　 ま た 、 ス リ ッ ト タ イ プ の 試 験 片 を 用 い

　 　 て 、実 際 の 施 工 条 件 に 基 づ い た 開 先 、溶

　 　接 条件 に よ り、 SR 割 れ 発 生 の 有 無 を 調

　 　 査 した が 、 100 ℃ の 予 熱 で SR 割 れ は

　 　 認 め ら れ なか っ た （Table5 ）。

　 （7）　 SAW に よ る 溶 接 継 手 部 の 強 度 は 、 母

　 　材 と 同 等 の 値 が 得 ら れ た 。 ま た 、継手 部

　 　各位置 に お け る vEo も、母 材 と 同様 良 好 で

　 　 あ る （Table6 ＞。

4 　 結 　 　言

　新 し く 開 発 した 低 C − 2．25 ％ Cr − 1 ％ Mo

鋼 板 は 、す ぐれ た 母 材 性 能 、溶 接 性 お よ び 溶

接 継 手性 能 を 有 し て お り、実 機 へ の 適 用 が 十

分 に 可 能 で あ る こ と が 判 明 し た 。
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